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【速報】７月４日の大雨における

緑川ダム防災操作の効果について

緑川ダムでは、７月４日に防災操作を行いました。

ダムへ流れてくる水量の一部をダムへ貯めることで、ダム下流へ

流す水量を約１割低減しました。

これにより、緑川ダムの貯水位は約０．５６メートル上昇し、

ダム下流の中甲橋水位観測地点においては、河川の水位を

約８センチメートル低下させる効果があったと推測されます。

・緑川ダムでは、４日８時００分に毎秒約５８３m3の流入があり、

そのうち毎秒３５m3を貯留して毎秒５４８m3を流し、下流河川の増水を

緩和しました。

・緑川ダム流域平均総雨量：１７７．７mm（３日５時～４日１１時）

緑川ダム管理所ＨＰ http://www.qsr.mlit.go.jp/midori/

問い合わせ先：国土交通省 緑川ダム管理所

専門官 藤川 保則

電話：0964-48-0216（代） FAX：0964-48-0752



※ダムがなかった場合の河川推定水位やその低減量等、本発表における数値は速報値です。最終的に
整理される数値とは異なる場合があります。

【緑川ダムの防災操作】

(下流の河川へ

流す水量)

548m3/s

(ダムへ流れてくる水量)

583m3/s
ダムへ流れてくる
水量を約9%低減

させて流しました。

「発電」や「かんがい」などに利用するために
常時貯めている水量

＜流入量＞

＜放流量＞

緑川ダム

中甲橋水位観測所（下益城郡美里町）地点 水位低減効果図

【緑川ダムにおける水位低減効果(最大)】

防災操作前の貯水位 165.18ｍ
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ダムにより約0.08m低減！

△ダムによる調節後の観測水位
2.41m

▽緑川ダムが無かった場合の

推定水位2.49m

美里町

甲佐町
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今回の大雨で貯めた水量

約59万m3

(25mﾌﾞｰﾙ約1,638杯分)

水防団待機水位
2.00m

氾濫注意水位
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避難判断水位
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氾濫危険水位
4.60m

計画高水位
5.91m

防災操作後の最高貯水位 165.74ｍ

約0.56ｍダムに貯まりました。
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